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熊本徳島県人会の歩み 

 

誕生・生い立ちのいきさつ 

★戦後、まだ進駐軍がいた昭和２５、６年の混乱期。熊本にいた四国の人の間で、とり

わけ数が多く勢いのよかった隣県の鹿児島、宮崎などの県人会に刺激されてか「まず四

国出身者の会ができまいか」という話が持ち上がったそうです。ＭＰが駐留していた熊

本市内の中華料理店「東洋軒」の経営者が高知県人だったこともあり、何かやろうとの

機運があったことは事実のようですが、徳島県の関係者がどれだけいたか、会結成まで

いったのか、定かではありません。 

 

☆はっきりしているのは、同３０年代になってから、戦中、戦後にかけ、熊本にやって

きた人たちが中心となり、ようやく土地の人達とも打ち解け、実績も積んできたおかげ

で、県人会が実現したのです。その土台の一つに「徳島大学、あるいは徳島工医専と、

熊本大学、女子大(現県立大)、熊本商大(現学園大)」とのひとの交流があります。今日

も鳴門会メンバーに学者や医者が多数おられ、大きな看板になっていますが、徳島と熊

本間に、こうした県人の行き来が長年あったとは、誠に異例のことで不思議です。 

 

★一方、熊本の地で商売を始め、経済的に基盤を築いてきた人たちの存在も大きく、そ

れぞれ事情は違っても、一からの出発、それも新しい地で社業を起こしながら県人会の

世話をしてきた、現会長・谷脇源資氏ら、『平成２３年より名誉会長』現役の経済人(別

掲)の働きも忘れることはできません。強いて分けますと、主に草創期を学者・先駆者

のグループが、第２期、躍進期はこれら実業家が支えてきたとも言えます。その精神を

二代目が、また最近では三代目が受け継ぎ、伝えていいこうという頼もしい面もうかが

えます。世代替りで先行きを心配する向きもありますが、郷土徳島で暮らしたことがな

くても、熱い思いを持ち続ける"同郷の志"は同じようです。いま、ちょうど第三期。新

世紀に羽ばたく大事な入口にさしかかったところです。 

                    平成１４年・徳島県九州事務所・作より 

昭和３０年前半ではなかったかと？随分昔の事で記憶は定かではありませんが・・発起

人は当時の熊本商科大学の教授をしておられた、蒲池先生、熊本大学の四宮教授・・井

上教授・・有田事務官・・を始め民間からは金剛の谷脇社長・・光視堂の城恒夫社長・・

早崎商店早崎社長・・等々、事務局を金剛に置き催事は主に谷脇社長の起案によって進

められていたと思います。鳴門会の単独の催しとしては・・阿蘇山観光・・霊台橋・通

潤橋・眼鏡橋等々天下の石橋巡り・河内のみかん狩り・天草歴史資料館巡り・等々私の

当番理事時代の思い出です。 

                          喜多 秀雄 
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過去の九州徳島県人会の大会 

昭和６２年 ３月２４日  鹿児島 

昭和６３年 ３月２２日  宮崎 

平成 １年 ３月２５日  大分 

平成 ２年 ３月２５日  福岡 

平成 ３年 ３月 ９日  熊本  菊南観光ホテル 

平成 ４年 ４月 ７日  鹿児島 

平成 ５年 ４月 ７日  宮崎 

平成 ６年 ４月１７日  大分 

平成 ９年１０月 ９日  長崎『雲仙』 

平成１３年 ２月 ８日  福岡 

平成１４年 ７月２６日  熊本  アソシエィト阿蘇 

平成１５年１１月１１日  福岡  北九州 

平成１４年徳島県九州事務所閉鎖 

 

熊本徳島県人会歴代会長・役員 

昭和５７年４月１０日 鳴門会総会にて誕生 

  初代会長 大櫛平三郎 

昭和５９年  会 長 四宮知朗    当番理事 大櫛三喜雄 

昭和６０年  会 長 四宮知朗    当番理事 城 恒夫 

昭和６１年  会 長 谷脇源資「代行」当番理事 早崎隆平 

昭和６２年  会 長 井上 覚    当番理事 早崎八千代        

  副会長 谷脇源資 理事 有田文雄 大串三喜雄 喜多秀雄 城常夫 

  仁木一男 早崎隆平 

昭和６３年  会 長 井上 覚   当番理事 逢坂久雄  会計監事 中川義澄 

  副会長 谷脇源資 理事 有田文雄 大串三喜雄 喜多秀雄 城常夫 

  仁木一男 当番理事 早崎八千代 

平成 １年   会 長 井上 覚   当番理事 逢坂久雄  会計監事 中川義澄 

   副会長  谷脇源資 顧問 有田文雄  

理 事 大櫛三喜雄 喜多秀雄 城恒夫 仁木一男 早崎隆年 

平成 ２年   会  長 井上 覚   当番理事 城 恒夫  会計監事 中川義澄 

平成 ２年   会  長 井上 覚   当番理事 仁木一男  会計監事 中川義澄 

平成 ３年   会  長 谷脇源資   当番幹事 仁木一男   会計監事 中川義澄 

平成 ４年   会  長 谷脇源資   当番幹事 仁木一男  会計監事 中川義澄 

平成 ５年   会  長 谷脇源資   当番幹事 逢坂久雄  会計監事 中川義澄 

        理  事 大串三喜雄 喜多秀雄 城恒夫 仁木一男 早崎隆平 
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平成 ６年   会  長 谷脇源資   当番幹事 逢坂久雄  会計監事 中川義澄 

平成 ７年   会  長 谷脇源資   当番理事 逢坂久雄  会計監事 中川義澄 

平成 ８年   会  長 谷脇源資   当番理事 逢坂久雄  会計監事 中川義澄 

        理  事 大櫛三喜雄 久我明美 幸田秀穂 長瀬清次 仁木一男 

            早崎隆平  

平成 ９年   会  長 谷脇源資   当番理事 逢坂久雄  会計監事 中川義澄 

平成１０年   会  長 谷脇源資   当番理事 久我明美  会計監事 國見文代 

        理  事 大櫛三喜雄 逢坂久雄 喜多秀雄 幸田秀穂 中川義澄 

            仁木一男 早崎隆平  

平成１１年   会  長 谷脇源資   当番理事 幸田秀穂  会計監事 國見文代 

        理  事 大櫛三喜雄 喜多秀雄 國見文代 幸田秀穂 中川義澄 

           早崎隆平  

平成１２年   会  長 谷脇源資   当番理事 幸田秀穂  会計監事 國見文代 

        理  事 大櫛三喜雄 喜多秀雄 久我明美 中川義澄 長瀬清次 

            仁木一男  

平成１３年   会  長 谷脇源資   当番理事 幸田秀穂  会計監事 國見文代 

        理  事 大櫛三喜雄 中川義澄 喜多秀雄 久我明美 國見文代 

            長瀬清次 早崎隆平 

平成１４年   会  長 谷脇源資   当番理事 幸田秀穂  会計監事 國見文代 

平成１５年   会  長 谷脇源資   当番理事 幸田秀穂  会計監事 立山廣子 

        理  事 長瀬清次 藤見博 谷脇勝彦  國見文代 宇山富雄 

久我明美 城憲一 内田英雄 

平成１６年   会  長 谷脇源資   当番理事 藤見 博  会計監事 立山廣子 

        理  事  内田英雄 宇山富雄 久我明美 城憲一 谷脇勝彦 藤見博

 長瀬清次 國見文代 坂本正 清重尚弘  

平成１７年   会  長 谷脇源資   当番理事 藤見 博  会計監事 立山廣子 

    副会長 長瀬清次 宇山富雅  

理  事 内田英雄  城憲一 多田政喜 久我明美 國見文代   

           谷脇勝彦 坂本正 清重尚弘 坂本正 林龍太郎  

全国交流大使認定 

谷脇源資 長瀬清次 宇山富雅 藤見博 清重尚弘 坂本正 

 多田政喜 谷脇勝彦 國見文代 林龍太郎  

平成１８年   会  長 谷脇源資   当番理事 藤見 博  会計監事 立山廣子 

    副会長 長瀬清次 宇山富雅  

理  事 内田英雄 宇山富雄 城憲一 多田政喜 久我明美       

       國見文代 谷脇勝彦 坂本正 清重尚弘 坂本正 林龍太郎 
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全国交流大使認定 

谷脇源資 長瀬清次 宇山富雅 藤見博 清重尚弘 坂本正 

 多田政喜 谷脇勝彦 國見文代 林龍太郎  

平成１９年 会  長 谷脇源資    当番理事 藤見 博  会計監事 國見文代 

副会長 長瀬清次 宇山富雅  

理  事 内田英雄 城憲一 多田政喜 久我明美 國見文代  

谷脇勝彦 坂本正 清重尚弘 林龍太郎 立山廣子 

全国交流大使認定 

谷脇源資 長瀬清次 宇山富雅 藤見博 清重尚弘 坂本正 

        多田政喜 谷脇勝彦 國見文代 林龍太郎 

平成２０年 会  長 谷脇源資    当番理事 藤見 博  会計監事 國見文代 

副会長 長瀬清次 宇山富雅  

理  事 内田英雄 城憲一 多田政喜 久我明美 立山廣子 

谷脇勝彦 坂本正 清重尚弘 林龍太郎 

全国交流大使認定 

谷脇源資 長瀬清次 宇山富雅 藤見博 清重尚弘 坂本正 

        多田政喜 谷脇勝彦 國見文代 林龍太郎 

平成２１年 会  長 谷脇源資    当番理事 多田政喜  会計監事 國見文代 

      副会長 長瀬清次 宇山富雅  

理  事 内田英雄 宇山富雄 城憲一 久我明美 谷脇勝彦 藤見博 

立山廣子 谷脇勝彦 坂本正 清重尚弘 林龍太郎 

全国交流大使認定 

谷脇源資 長瀬清次 宇山富雅 藤見博 清重尚弘 坂本正 

        多田政喜 谷脇勝彦 國見文代 立山廣子 林龍太郎 

平成２２年 会  長 谷脇源資    当番理事 多田政喜  会計監事 國見文代 

      副会長 長瀬清次 宇山富雅 

理  事 藤見博 久我明美 坂本正 清重尚弘 谷脇勝彦 立山廣子 

敷島芳江 林龍太郎 

全国交流大使認定 

谷脇源資 長瀬清次 宇山富雅 藤見博 清重尚弘 坂本正 

         多田政喜 谷脇勝彦 國見文代 林龍太郎 

平成２３年 会  長 長瀬清次    当番理事 内田英雄  会計監事 林龍太郎 

      副会長 宇山富雅 多田政喜 

      理  事 藤見博 久我明美 坂本正 清重尚弘 谷脇勝彦 國見文代 

             立山廣子 敷島芳江 

全国交流大使認定 
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谷脇源資 長瀬清次 宇山富雅 藤見博 清重尚弘 坂本正 

        多田政喜 谷脇勝彦 國見文代 林龍太郎 

平成２３年事業 

２３年１月２２日(土)  理事会・総会・新年会 

              出席者 ２２名 

２３年４月１１日(土)理事会 出席者  ６名 

２３年７月３０日(土)理事会 出席者 １０名 

２３年８月１０日 全国代表者会議  長瀬清次会長 

２３年８月２０日(土)ゴルフコンペ参加者 ８名 

２３年８月２０日(土)納涼会 出席者 １９名 

２３年１０月２４日～２５日 全国交流大使会議『藤見博交流大使』 

２３年１２月 ３日 理事会『鶴屋百貨店』 出席者 ８名 

 

平成２４年 会 長 長瀬清次    当番理事 内田英雄  会計監事 林龍太郎 

      副会長 宇山富雅 多田政喜 

      理  事 藤見博 久我明美 坂本正 清重尚弘 谷脇勝彦 國見文代 

           立山廣子 敷島芳江 

      ゴルフ委員 谷脇勝彦 

      旅行実行委員 国見文代 

全国交流大使認定 

谷脇源資 長瀬清次 宇山富雅 藤見博 清重尚弘 坂本正 

        多田政喜 谷脇勝彦 國見文代 林龍太郎 

平成２４年事業 

１月２２日・理事会・出席者  ７名 

１月２２日・総会  出席者 ２５名 

１月２２日・新年会 出席者 ２５名 

４月   ・全国事務局会議『欠席』 

４月２２日・全国代表者会議『沖縄県』 長瀬清次会長・幸子夫人・内田英雄 

５月１２日・第２回理事会  出席者 ８名 

５月２４日・ゴルフコンペ  出席者 ８名 

７月・徳島ヴォルティス応援 出席者 ８名 

８月２６日・第３回理事会・出席者  ８名 

８月２６日・夏季懇親会  出席者 ２４名 

９月２４日・ゴルフコンペ 出席者  ８名 

１０月  ・国民文化祭・総合フエスティバル『欠席』 

１０月  ・全国交流大使『欠席』 
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１１月・五木紅葉狩り旅行 出席者  ８名 

１１月・第４回理事会   出席者  ６名 

平成２５年 会  長 長瀬清次    当番理事 内田英雄  会計監事 林龍太郎 

      副会長 久我明美 谷脇勝彦 

      理  事 清重尚弘 敷島芳江 立山廣子 藤見博 坂本正 多田政喜 

國見文代 宇山富雅 敷島芳江 

      ゴルフ委員 谷脇勝彦 

      旅行実行委員 国見文代 

交流大使 

谷脇源資 長瀬清次 宇山富雅 藤見博 清重尚弘 坂本正 

 多田政喜 谷脇勝彦 國見文代 林龍太郎        

   平成２５年 ３月藤見博氏逝去 ７７歳 

       交流大使追加・敷島芳江、山下恵美子２名 

２５年度事業報告 

１月２７日・理事会 出席者  ７名 

１月２７日・総会  出席者  ２２名 

１月２７日・新年会 出席者  ２２名 

５月 １日～四国瀬戸内物産展時、県人会案内チラシ 

５月２４日・全国事務局会議「徳島市」 内田英雄事務局 

５月２７日・第２回理事会    出席者  ６名 

７月２５日・第１回ゴルフコンペ 出席者  ７名 

８月１０日・全国代表者会議「徳島市」 長瀬清次会長 

８月２１日・徳島ヴォルティス応援「うまかな・よかなスタジアム」 １０名 

８月２５日・第３回理事会  出席者  ８名 

８月２５日・夏季懇親会   出席者 ２８名 

９月 ８日・天皇杯徳島ヴォルティス応援「うまかな・よかなスタジアム」４ 

１０月１９日・天草旅行   出席者 ２２名 

１１月８日・第４回理事会  出席者  ８名 

１１月１日・全国交流大使『欠席』 

 

平成２６年 会  長 長瀬清次    当番理事 内田英雄  会計監事 林龍太郎 

      副会長 谷脇勝彦 

      理  事 久我明美・清重尚弘 敷島芳江 立山廣子 坂本正 國見文代 

宇山富雅  

ゴルフ委員 谷脇勝彦 

       旅行実行委員 敷島芳江 
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交流大使 

谷脇源資 長瀬清次 宇山富雅  清重尚弘 坂本正 

多田政喜 谷脇勝彦 國見文代 林龍太郎 敷島芳江  山下恵美子 

         

 

 

 

 

 


